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訪問地はモンパが住むテンバン・サークル（Thempang Circle）3) のナムシュ村（Namshu 
Dung），人口約 1100 人，160 戸である。斜面上に集村を形成し，一部の家は山腹に点在する。
生業は畑作中心の農業で，小麦，トウモロコシ，大豆，蕎麦などを栽培し 4)，家畜として牛を



















3) 西カメン県は行政区として 13 のサークルに分かれる。
4) 1989 年頃からキャベツ，1998 年頃からジャガイモを商品作物として栽培している。
5) 水野はタワン僧院を開創したメラ・ラマの創建と記すが間違いである［水野 2012: 80］。
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祭りの初日はチベット暦の 11 月 16 日（西暦 2020
























ラーソイシェーの 2 日目（1 月 12 日）は，祭司が真夜中に祭りの「主人役」の家であるラ
12) 標高 3000m のチャンダル村（Chandar）やカリボク村（Khalibok）の牧畜民から入手する。
13) 古いラブランは山麓の家にあったが，ここもコチルであった。

















ばれる 17 戸の家（元は 18 戸）を順番に訪問して祈
願する。助手のツァンミーが神の使いの雄の羊（ジョ
ム・ラワ）を引いて先頭にたち 15)，2 人のプラーミー














の家の滞在時間は 20 分から 30 分程度である。訪問するクレカンは，チベットの支配下にあっ
た時に，ツォナ・ゾン（現中国領）に納める税のクレイ（khrai）16) を支払っていた家で，村
を構成する世襲の有力者である。近くの城砦，ディラン・ゾン（Dirang Dzong）には，イン






































































のである。9 組のギェンパが一回ずつ 9 回，その後は 2 組になって四回，最後は全員が行う。
ギェンは神のお使いで神を守る祭具である 17)。神送りの終了後，供物が樹木からおろされ，祭
17) 小林によれば「馬の頭」をかたどるという［小林 2013: 146］。
写真 5　ナムシュ　バターの占い
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21) 言語も西コバ語（Western Kho-Bwa）で，徐々にツァンラ語に同化したという［Bodt 2014b: 179］。
125






















（Sartangpa）やアカ（Aka）が従属して協力する 24)。ミジを使う悪霊祓いの儀礼も 5 月に行わ
れる 25)。平等性を基本とする周囲の村人は，階層社会のテンバンの村人とのつきあいは難しい
と言う。他方，ナムシュの祭りの中核であるクレカンのクランは，ツアルム 5 戸，コム 4 戸，
コチル 5 戸，ドンドッパ 3 戸で組織され，バプーとギラが協力して当番制で平等性を基本に


















1959 年にダライ・ラマ 14 世がチベットを脱出してインドに亡命した時に，疲労困憊して病








ンと同系統とされる［Huber 2020: 538; Bodt 2014a: 223］31)。
ラフン村は 2001 年の統計では人口 1082 人であったが，ボットの調査時は約 600 人［Bodt 
2014a: 225］，現在は総数 38 戸で，そのうち 2 戸だけ村で生活し，大半の人々は出稼ぎに従
事する。村人の多くが戻るのは一年に一度の祭りの時だけである。祭りの名称はロウ・セー
ボ（Loh-Sheba）といい，ロウは畏怖する神，セーボは供物で神々への奉献を意味する 32)。ナ
ムシュのラーとラフンのロウは同様に神である。祭りは 5 日間続くが，参加したのは 2 日目
だけで全貌を掴むまでには至らなかった。初日の神迎えは外部者の村への立ち入りは禁止と
いうので参加せず，2 日目に間に合うように，早朝にディランの町を出て谷間に入りラフン
26) 類似する山の神の儀礼としては，ディラン・ゾンでは，大祭のチィスソイシ（Chisesoiyshi）が 8 月
と 12 月に 1 日だけ行われ，8 人の祭司が 3 つの山の神を祀り，少女と牛が二神に，羊が一神に捧げ
られる［水野 2012: 115］。
27) Rahung（ラフン）は rah（米）と ung（耕地）の合成語だという［Dutta and Tripathy 2008: 275］。
28) 国勢調査の人口統計では，1981 年は 348，1991 年は 665，2011 年は 255 である［Bodt 2014a: 215; 
脇田 2019: 103, 118］。
29) 人間（jiring）の村（gav）の意味である［Bodt 2014b: 166］。
30) サルタンパの村は，西から東へ，ラフン，クイタン（Khuitam），ジェリガオン，コイナ（Khoina）
である［Bodt 2014a: 207］。サルタンの概要は，［Bodt 2014a: 223-228］参照。
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3 人のブロパと 2 人のブロモという男女のセットが祭りの主役である。ブロパとブロモは，
丘の斜面の上に立ってラブランに向かって一列に並び，年長のブロパの神歌に合わせて，体
を少し左右に揺らしながら踊る。動きの少ない小刻みの所作で構成されている（写真 13）。
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を神に捧げるのだという。啞者にはマンジャンマニが憑依する［Huber 2020: 547-548］37)。こ
れは狩猟儀礼で，かつての狩猟採集時代の生業の究極の願いを再現したのである。最後の儀














ラリ村は 1 ケ月前に終了し，コイナ村は 1 月末に行う。祭りには禁忌があり，ラフン村では
全戸が祭りの 1 日前からは，玉葱，大蒜，鶏肉，豚肉，牛肉を食べてはいけない。祭りは 5
日間で，終了日の翌日まで禁忌は続く。祭司の禁忌は厳しく，10 月から 1 月まで 4 ケ月間，
納豆，玉葱，大蒜，牛肉，卵，鶏肉，豚肉を食べてはいけない。この間，川魚，ヤクの肉，
羊の肉は食べられる。祭司は 4 ケ月間は完全に山の神に奉仕し，村を離れることはできない。
村の 3 人の祭司のうち 2 人は 84 歳で，次の世代への祭りの継承はかなり危ぶまれている。
最後の記録をかろうじて書き留めたような気がしている。
13　モンパの民間信仰の研究
筆者は 2019 年 3 月タワン（北東インド），同年 7 月メラ（東ブータン），2020 年 1 月ディ
ラン（北東インド）を訪ねた。訪問はいずれも短期間であり，モンパの全容と詳細はブータ













やフーバーの業績［Bodt 2020; Huber 2020］がまとめられた。フーバーはこの地域の民間
信仰に，仏教以前のボン教の影響を認めるが，中央チベットのツァンやアムドなどでの体系
化されたユンドゥン・ボン（yung drung bon）に対して，シーパイラー・ボン（sri pa’I 






ラフン村の民間信仰については，2003 年 1 月 3 日から 5 日まで調査したドゥッタの論文
［Dutta and Tripathy 2008: 274-285］があるが内容は乏しい。最大の問題は，モンパが古い
ボン教を残存させてきたと考えたことである。チベットでの構図を遠く離れたアルナーチャ
ル・プラデーシュにも適用したに過ぎない。この地域では，外部の学者や行政官が訪問して



















国は 1914 年 3 月に設定されたインドとの国境，マクマホン・ラインを承認していない 39)。戦
後，1947 年 8 月 15 日に独立したインドは，1954 年にこの地に行政区として NEFA （North 
East Frontier Agency 北東辺境管区）を設置して辺境省の管理下に置いた。1959 年 3 月 17
日にラサを脱出したダラ・ラマ 14 世は，国境を越えてこの地区に入り，ゼミタンからタワ
ンを経て，セ・ラ峠を越えてディランへ，ラフンを経てボムディラーを経てアッサム平原に
出てインドに亡命した［Losel Nyinje Charitable Society 2017; 脇田 2020a, 2020b］。その後，
1962 年 10 月下旬には，中国の軍隊が国境を越えて南下し，タワンやディランも中国軍に占
領されて多数の死者が出たが，中国軍は 11 月 22 日に停戦宣言を行って撤退した。1987 年












た 41)。全く初めての主張だという。保護区はメラとサクテンを含む 650 km2 に及ぶ広大な地
域で，アルナーチャル・プラデーシュ州のタワン県と西カメン県に隣接する。




40) イギリス統治時代の 1873 年に始まり現在に至る。山地民に干渉しない政策であった。






中国は西ブータンのトルサ河（Torsa River, Amo Chhu）沿いに森林を伐採して開拓村を
建設して「ヒマラヤ村」と命名し，24 戸の建物にすでに数 100 名が移住したという 42)。何本
かの道路も造成され，離れた場所に建つ建造物は武器庫ではないかと推定されている。2019
年 12 月に工事を開始し，2020 年 10 月 1 日の国慶節に合わせて，「ヒマラヤ村」は完成し，
国慶節を祝ったという。衛星写真も公開されて現状が確認できる。
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